
＜新規就農者の確保又は認定農業者の育成を実施している事例＞

○鳥獣猿害対策へ取り組み、新たな担い手の確保

１．集落協定の概要

市町村･協定名 宮崎県日南市北 郷 町 山仮屋
きたごうちよう やまがりや

協 定 面 積 田 畑（100％) 草地 採草放牧地
15ha 柑橘類

交 付 金 額 個人配分 49.6％
54万円 共同取組活動 農業生産活動 46.0％

50.4％ その他 4.4％（ ）

協定参加者 農業者 7人

２．取組に至る経緯

昭和45年に山仮屋オレンジ組合を結成し、当時は12戸の農家で早生温州みかんや日向

夏の栽培を行ってきた。しかし、高齢化の進行により農家数が年々減少し、本事業が始

まる平成12年度当初の農家数は７戸へ減少した。それぞれの農家が、規模拡大や機械施

設の導入などによる効率化を図ってきたが、農地を守ることにも限界がきていた中で、

更に猪や猿などの鳥獣被害も年々増え、生産にかかる経費以外の費用が増加していた。

このままでは、集落（農地）の衰退が進むことが必至であり、残った農家で、この事

業に取り組むことになった。

３．取組の内容

当初の協定面積は約１４．０ｈａで、認定農業者を中心に農地保全に努めてきた。

平成19～20年にかけて、耕作放棄地である約１．２ｈａを、就農後継者並びに新規参

入者と集落が一体となって協定に取り込み、21年度には、防護ネットを共同作業で設置

し、更なる猿害対策に取り組みながら、農道等の整備も実施している。

また、猿害対策を目的としたダイダイの栽培にも取り組み、このダイダイを原材料と

した加工品の研究・開発を関係機関や経済連とともに行っているところである。

ダイダイの現地検討会 猿の被害 猿害ネットの設置



［集落の将来像]
集落協定内農用地の維持・管理の徹底や、協定内の連携等の強化により、更なる農業生産活動の強化

を図り、明るい地域農業を実現する。

［将来像を実現するための活動目標]
水路・農道等については、協定参加者全員による草刈り等を計画的に実施する。また、協定内農用地の

、 、 。管理に必要な機械・施設については 共同利用により有効活用し 農作業の効率化・低コスト化を図る
［活 動 内 容］

農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

耕作放棄地の復旧 畑1.2ha 堆きゅう肥の施肥 畑5ha 機械・施設の共同化（ ） （ ）
（防護ネットの設置）

個別及び共同取組活動 個別対応
共同取組活動

農地の耕作・管理（畑15ha）
新規就農者の確保 0人→1人

個別対応 認定農業者の育成 4名

共同取組活動
水路・作業道の管理
・水路5km、年3回随時

清掃、草刈り 担い手への農地集積
・農道3km、年3回 草刈り （目標7.9ha、実績9.6ha）

個別及び共同取組活動 共同取組活動

農地法面の補修（600㎡） 加算措置としての取組等
農道の補修（18㎡）

規模拡大加算（畑1.2ha）
共同取組活動

共同取組活動

鳥獣害防止対策
（ ）防護ネット（23,000㎡） 耕作放棄地復旧加算 畑1.2ha

共同取組活動 共同取組活動

４．取組による変化と今後の課題等

認定農業者と関係機関を中心に農地の保全を推進するとともに、耕作放棄地の解消も

行い、新たに永年性果樹の定植を行うことができた。また、香酸柑橘類を原料とした商

品の開発を行っており、近年中の商品化並びに販売を目指している。今後、関係機関は

もとより、町内の果樹農家との連携を強化し、本市の特産品として産地化を目指してい

く。

［平成21年度までの主な成果］
・ 後継者や新規参入者による就農（後継者1人）(新規就農者1人）
・ 関係機関との連携によるダイダイの加工食品の推進


